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Recent Activities

Research Area

高効率有機薄膜太陽電池の開発
（理工学部・教授・大久保貴志、tokubo@kindai.ac.jp）

有機薄膜太陽電池 有機薄膜太陽電池材料の合成 有機薄膜太陽電池素子の作製
有機薄膜太陽電池のメリット

・印刷プロセスを利用することで、低コスト
な太陽電池が作製できる

・シリコン太陽電池が設置できない様々な
場所での利用が可能

・薄くて軽くフレキシブルな半透明な太陽
電池が作製できる


